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    課 題：個に応じた指導の充実のため、ＩＴ技術を活用した指導方法の開発 

 

１． 課題の主旨 

生徒一人ひとりの実態に即したきめ細やかな指導の充実のために、これまで少人数 

 指導や習熟度別指導を、単元や場面に応じて取り入れた教育課程の実践を行ってきた。 

 その中で、個に応じた指導の充実を図るためにもＩＴ技術を活用した指導が有効であ

ることが分かってきた。 

  教科の特性をいかし、より良い指導計画を作成し、理科好きな子、理科を得意とす

る子をひとりでも多くしていく中から、さらに子ども一人ひとりの学力の向上をねら

いとしている。 

２．実践内容 

  「個に応じた指導の充実～ＩＴ技術を活用した指導方法の開発」を研究主題として 

１年・２年・３年と研究授業を行った。 

 主に１年生では、生徒の状況を把握する意味でも、最初の単元である｢植物のくらし

となかま｣では、ティームティーチングでスタートし、野外観察では少人数と学習形

態をかえて行った。観察・実験では１枚レポートに取り組み、操作手順・注意事項を

事前に確認し、結果・考察を自分のことばでまとめさせていく中から、個に応じた指

導を行うため生徒の能力を二人の教師で確認していった。 

３．実践成果 

  少人数指導や、ティームティーチングを単元や場面に取り入れた学習を実践する中

で、生徒一人ひとりの実態に則したきめ細かな指導が実現できた。今後化学分野では、

実験結果をパソコンを使ってデータを取りながら考察を行うなどの活用を行ってい

きたいと考えている。また３年生では、｢地球と宇宙｣の単元での視聴覚教材を活用し

た指導方法の実践を行っていきたい。 

 

４．今後の課題と発展 

  今年度は、１年生から３年生まで個に応じた指導の充実を中心に行ってきたが、 

 ＩＴ技術を活用した指導を展開するために各学年で取り組んだことを共有する中で 

 次年度への指導方法の発展につなげていきたい。 

このような機会を与えて頂き、大変感謝しております。今後もさらに研究を深め、 

一人ひとりが分かる、楽しい理科教育を目指したいと思っています。 


